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チェルノブイリ事故  

 1986 年４月 26 日、旧ソ連のウクライナ共和国キエフ市北方約 130ｋｍのチェルノブイル原

発４号機（黒鉛減速軽水冷却沸騰型：RBMK・型、1000MWe）で発生した原子炉事故。 

蒸気爆発で炉心の一部が破損し、黒鉛火災が起こり、建物の一部が吹き飛んで大量の

放射性物質が放出された。 

原子炉の炉型は、黒鉛減速沸騰軽水圧力管型原子炉の RBMK-1000 型（ソビエト型）。 

原子炉容器内に減速材である黒鉛ブロック（断面 250×250mm，高さ 600mm）を柱状に

積み上げ、円筒状の炉心（直径 11.8ｍ，高さ 7.0ｍ）を構成している。黒鉛ブロックには垂直

方向に円筒状の穴（直径 114mm）があり、この中に燃料集合体を収納する 1661 本の圧力

管が差し込まれている。燃料集合体を構成する燃料棒の隙間には高温高圧の冷却水が流

れている。この圧力管は燃料チャンネルとも呼ばれており、炉心にはこの他に 211 本の制

御棒用チャンネルと若干の計装用チャンネルがある。 
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